「見えない・見えにくい人のための福祉機器展in北九州 ２０１５」開催要項
　近年は科学技術の発達により、見えない・見えにくい人にとって不便な部分を補う機器の開発が進み、新しい機器が世の中に出てくるスピードも速くなりました。また、インターネットの普及により情報交換が進み、一般に販売されているもので、見えない・見えにくい人にとっても便利に使えるものなどの情報も得やすい環境になりました。しかし、こうした技術の発展による恩恵を受けられない人たちもまだまだたくさんいます。

そこで、見えない・見えにくい人たち、家族や支援者など、訪れた方たちに多くの情報や実際に機器を触って体験できる場を提供し、それぞれが「できること」を広げていくために、「見えない・見えにくい人のための福祉機器展in北九州 ２０１５」を開催します。

１．目的

（１）機器や製品の紹介などの情報提供を通して見えない・見えにくい人のＱＯＬの向上を図る。
（２）ユーザーとの直接のやり取りを通して、メーカー側に今後の製品開発のきっかけとなるニーズが収集できる場を提供する。
（３）家族、支援者、関係者への情報提供を通して、それぞれができることを広げる。
２．主催

　「見えない・見えにくい人のための福祉機器展in北九州 ２０１５」実行委員会

３．後援

　北九州市教育委員会、朝日新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞社
４．日時

　平成２７年６月１４日（日）１０時～１６時
　※悪天候などの場合は、予備日　平成２７年７月５日（日）

５．会場

　北九州市立西部障害者福祉会館（北九州市八幡西区黒崎３-１５-３　コムシティ５階）

６．内容
（１）福祉機器メーカー、販売店によるブース出展とＩＴ機器の相談
ルーペや拡大読書器などの見えにくさを補う機器、音声時計・音声体温計など視覚に頼らなくても使用できる機器など、約２０社の機器展示コーナーを設置します。また、パソコン・スマートフォンなどのＩＴ機器の体験及び導入相談コーナーを設置します。
（２）生活に密着したグッズと使用実例の紹介

見えない・見えにくい人の使いやすさに特化して作られたバリアフリーな商品、またユニバーサルデザインで作られた一般で販売されている商品などから、生活に密着した便利グッズを紹介、体験するコーナーを設置します。また、併せて日本点字図書館の用品販売と白杖相談コーナーを設置します。
（３）体験、セミナー

操作の状態を音声ガイドする電磁調理器や炊飯器など、見えない・見えにくい人に配慮して開発された家電製品の紹介及び体験コーナーを設置します。また、会場内で盲導犬が体験できるコーナーを設置します。
機器に関する実践事例などのセミナーの開催も予定しています。
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